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政
府
が
国
家
戦
略
と
し
て
外
国
人
留
学
生

の
受
け
入
れ
拡
大
を
掲
げ
、
高
度
人
材
と
し

て
の
活
用
を
打
ち
出
し
て
い
る
も
の
の
、
実

際
に
留
学
生
を
採
用
し
て
い
る
企
業
は
少
数

派
に
す
ぎ
な
い
。
採
用
し
て
い
る
企
業
も
意

識
し
て
外
国
人
留
学
生
を
採
用
し
た
と
こ
ろ

は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
雇
用
管
理

上
で
も
日
本
人
社
員
と
ま
っ
た
く
同
一
に

扱
っ
て
お
り
、
外
国
人
留
学
生
の
特
性
を
活

か
し
た
積
極
的
な
活
用
と
は
言
い
難
い
の
が

現
状
だ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
で
は
昨
年
八
月
、「
日
本
企

業
に
お
け
る
留
学
生
の
就
労
に
関
す
る
調

査
」
を
実
施
し
、
現
在
日
本
で
働
い
て
い
る

元
留
学
生
が
日
本
企
業
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
、

ど
の
よ
う
な
意
識
で
働
い
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
、
企
業
側
の
意
識
や
施
策
な
ど
と
と
も

に
探
る
こ
と
と
し
た
。
調
査
は
、
従
業
員
三

〇
〇
人
以
上
の
民
間
企
業
一
〇
三
四
九
社
を

対
象
と
し
て
、
企
業
調
査
票
と
と
も
に
、
留

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
各
社
六
通
送
付
し
、

企
業
三
〇
一
八
社
、
留
学
生
九
〇
二
人
の
回

答
を
得
て
い
る
。
以
下
、
留
学
生
調
査
を
中

心
に
、
企
業
調
査
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
調
査

結
果
を
紹
介
す
る
（
こ
こ
で
い
う
留
学
生
と

は
、
日
本
国
内
の
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学

校
、
四
年
制
大
学
・
大
学
院
を
卒
業
し
、
日

本
企
業
に
正
社
員
ま
た
は
契
約
社
員
（
フ
ル

日本企業に就職した留学生の６割強が、ずっと日本にとどまって働きたい
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タ
イ
ム
）
で
勤
め
て
い
る
者
を
指
す
）。

回
答
し
た
留
学
生
九
〇
二
人
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
回
答
企
業
三
〇
一
八
社
の
な
か
で
留
学

生
を
採
用
し
た
経
験
の
あ
る
七
〇
三
社
（
二

三
・
三
％
）
に
勤
め
て
い
る
元
留
学
生
で
、

約
八
割
（
七
七
・
四
％
）
が
中
国
出
身
者
。

年
齢
は
三
〇
歳
代
以
下
が
約
九
割
（
八
九
・

八
％
）
を
占
め
、男
女
比
は
男
性
五
七
・
三
％
、

女
性
四
二
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
学
歴
は

大
学
院
卒
が
五
三
・
九
％
、
大
卒
が
四
〇
・

八
％
で
、
文
系
が
約
六
割
（
五
五
・
七
％
）、

理
系
が
約
四
割
（
三
九
・
三
％
）。
日
本
で

の
就
労
年
数
は
、
六
割
の
人
が
三
年
未
満
と

な
っ
て
い
る
。

留
学
生
が
日
本
企
業
に
就
職
し
た
理
由

企
業
が
留
学
生
を
採
用
す
る
理
由

日
本
で
学
ん
だ
留
学
生
の
約
八
割
は
日
本

企
業
で
働
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
留
学
生
は
ど
ん
な
理
由
か
ら

現
在
の
会
社
に
就
職
し
よ
う
と
思
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
調
査
結
果
に
よ
る
と
、「
仕
事
の
内

容
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
」
が
六
六
・
〇
％

と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
、「
母
国
語
や
日

本
語
な
ど
の
語
学
力
を
生
か
し
た
い
か
ら
」

が
四
八
・
九
％
、「
日
本
企
業
の
高
い
技
術
力

に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
」が
三
五
・
五
％
、「
日

本
の
学
校
で
学
ん
だ
専
門
性
を
生
か
せ
る
か

ら
」
が
三
五
・
三
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
図

表
１
）。

こ
れ
を
最
終
学
歴
の
専
攻
別
に
み
る
と
、

「
理
系
」「
文
系
」
と
も
に
、「
仕
事
の
内
容
に

興
味
が
あ
っ
た
か
ら
」
が
も
っ
と
も
多
く

（「
理
系
」六
八
・
六
％
、「
文
系
」六
四
・
七
％
）、

次
い
で
、「
理
系
」
で
は
、「
日
本
の
学
校
で
学

ん
だ
専
門
性
を
生

か
せ
る
か
ら
」（
四

九
・
一
％
）、「
日

本
企
業
の
高
い
技

術
力
に
魅
力
を
感

じ
た
か
ら
」（
四

五
・
一
％
）
な
ど

と
続
き
、「
文
系
」

で
は
、「
母
国
語
や

日
本
語
な
ど
の
語

学
力
を
生
か
し
た

い
か
ら
」（
五
九
・

五
％
）、「
日
本
企

業
の
高
い
技
術
力

に
魅
力
を
感
じ
た

か
ら
」（
二
九
・

五
％
）
な
ど
が
続

く
。
理
系
で
は
、

日
本
の
大
学
で
学

ん
だ
高
度
技
能
を

活
か
し
た
い
と
の

意
識
が
強
い
よ
う

だ
。一

方
、
企
業
調

査
で
、「
留
学
生
を

採
用
し
た
こ
と
の

あ
る
企
業
」
に
対
し
て
留
学
生
を
採
用
し
た

理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
国
籍
に
関
係
な
く

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
」
が
六
五
・

三
％
と
も
っ
と
も
割
合
が
高
く
、
次
い
で
、

「
事
業
の
国
際
化
に
資
す
る
た
め
」（
三
七
・

一
％
）、「
職
務
上
、
外
国
語
の
使
用
が
必
要

な
た
め
」（
三
六
・
四
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。
語
学
活
用
と
い
う
意
味
で
は
留
学
生
の

ニ
ー
ズ
と
合
致
し
て
い
る
が
、
外
国
人
留
学

生
の
特
性
を
積
極
的
に
活
用
す
る
「
外
国
人

な
ら
で
は
の
技
能
・
発
送
を
取
り
入
れ
る
た

め
」
は
九
・
四
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。（
図

表
２
）。

留
学
生
が
望
む
将
来
キ
ャ
リ
ア

企
業
が
留
学
生
に
期
待
す
る
将
来
の
役
割

そ
れ
で
は
、
留
学
生
は
日
本
の
会
社
で
、

将
来
ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
を
思
い
描
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
留
学
生
が
望
む
将
来

キ
ャ
リ
ア
は
、「
海
外
の
現
地
法
人
の
経
営
幹

部
」
が
三
一
・
六
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次

い
で
、「
海
外
と
の
取
引
を
担
う
専
門
人
材
」

が
二
六
・
二
％
、「
高
度
な
技
能
・
技
術
を
生

か
す
専
門
人
材
」
が
二
五
・
二
％
、「
会
社
・

会
社
グ
ル
ー
プ
全
体
の
経
営
を
担
う
経
営
幹

部
」
が
一
四
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
表

３
）。これ

を
最
終
学
歴
の
専
攻
別
に
み
る
と
、

「
理
系
」
で
は
、「
高
度
な
技
能
・
技
術
を
生

か
す
専
門
人
材
」
が
四
八
・
五
％
と
も
っ
と

も
多
い
。
一
方
、「
文
系
」
で
は
、「
海
外
の
現

地
法
人
の
経
営
幹
部
」
が
三
五
・
六
％
、「
海

外
と
の
取
引
を
担
う
専
門
人
材
」
が
三
四
・

二
％
と
な
っ
て
お
り
、
両
者
で
七
割
弱
を
占

め
る
。

在
留
資
格
別
で
は
、
理
系
出
身
者
が
多
く

を
占
め
る
「
技
術
」
で
、「
高
度
な
技
能
・
技

図表１：現在の会社に就職した理由（n=902、複数回答、単位＝％、専攻別）
〔留学生調査〕

図表２：留学生を採用した理由（n=703、複数回答、単位＝％）〔企業調査〕
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術
を
生
か
す
専
門
人
材
」
が
五
一
・
四
％
と

も
っ
と
も
多
い
。
一
方
、
文
系
出
身
者
が
多

く
を
占
め
る
「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
で

は
、「
海
外
の
現
地
法
人
の
経
営
幹
部
」
が
三

六
・
八
％
、「
海
外
と
の
取
引
を
担
う
専
門
人

材
」
が
三
四
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
両
者

で
約
七
割
を
占
め
る
。

こ
れ
に
対
し
、
留
学
生
を
採
用
し
た
こ
と

の
あ
る
企
業
は
、
採
用
し
た
留
学
生
に
将
来

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
欲
し
い
と
考

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
調
査
結
果
に
よ
れ

ば
、「
一
般
の
日
本
人
社
員
と
同
様
に
考
え
て

い
る
」
と
す
る
企
業
割
合
が
四
八
・
九
％
と

も
っ
と
も
高
い
。
約
半
数
の
企
業
は
、
留
学

生
に
期
待
す
る
将
来
の
役
割
に
つ
い
て
明
確

な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え

る
。　
　
　
　

思
い
描
く
留
学
生
が
多
か
っ
た
「
海
外
の

現
地
法
人
の
経
営
幹
部
」「
海
外
と
の
取
引
を

担
う
専
門
人
材
」「
高
度
な
技
能
・
技
術
を
生

か
す
専
門
人
材
」
に
つ
い
て
あ
げ
る
企
業
の

割
合
は
高
く
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
九
・
八
％
、

一
九
・
三
％
、一
五
・
五
％
と
、意
識
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
よ
う
だ
。
本
社
の
ト
ッ
プ
層
に
あ

た
る
「
会
社
・
会
社
グ
ル
ー
プ
全
体
の
経
営

を
担
う
経
営
幹
部
」
に
な
る
と
す
る
企
業
は

三
・
〇
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
図
表
４
）

留
学
生
の
今
後
の
日
本
で
の
就
労
見
込
み

留
学
生
調
査
で
は
、
ず
っ
と
こ
の
ま
ま
日

本
で
働
く
か
、
母
国
な
ど
国
外
に
出
て
働
く

か
な
ど
、
今
後
の
就
労
見
込
み
も
聞
い
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
日
本
で
ず
っ
と
い
ま

の
会
社
で
働
き
た
い
」（
以
下
、「
現
在
の
企
業

定
着
希
望
タ
イ
プ
」
と
略
す
）
が
三
三
・
六
％

と
な
っ
て
お
り
、
三
分
の
一
が
現
在
の
会
社

で
働
き
た
い
と
し
て
い
る
。
次
い
で
、「
い
ま

の
会
社
で
あ
る
か
ど
う
か
は
こ
だ
わ
ら
な
い

が
、
ず
っ
と
日
本
で
働
き
た
い
」（
以
下
、「
日

本
企
業
就
労
希
望
タ
イ
プ
」
と
略
す
）
が
二

八
・
四
％
で
、
合
計
す
る
と
六
割
強
（
六
二
・

〇
％
）
が
日
本
に
と
ど
ま
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
い
ず
れ
母
国
に

帰
っ
て
働
き
た
い
」（
二
八
・
九
％
）、「
い
ず

れ
日
本
・
母
国
以
外
の
国
で
働
き
た
い
」（
五
・

九
％
）
を
合
わ
せ
る
と
、
三
人
に
一
人
（
三

四
・
八
％
）
が
、
い
ず
れ
日
本
を
離
れ
て
母

国
や
第
三
国
で
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
こ

と
に
な
る
（
以
下
、「
帰
国
・
第
三
国
就
労
希

望
タ
イ
プ
」
と
略
す
）（
図
表
５
）。

こ
れ
を
在
留
資
格
別
に
み
る
と
、「
技
術
」

図表４：留学生に期待する将来の役割（n=703）〔企業調査〕

図表５：今後の日本の就労見込み（n＝902）〔留学生調査〕

図表６：母国出身の留学生に日本企業への就職を勧めたいと思うか
（n＝902）〔留学生調査〕
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は
、「
日
本
企
業
就
労
希
望
タ
イ
プ
」が
六
二
・

六
％
と
、「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
の
五
九
・

一
％
を
上
回
っ
て
お
り
、
日
本
へ
の
定
着
志

向
が
若
干
強
い
よ
う
だ
。逆
に
、「
人
文
知
識
・

国
際
業
務
」
は
、「
帰
国
・
第
三
国
就
労
希
望

タ
イ
プ
」
の
割
合
が
若
干
高
く
な
っ
て
い
る
。

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
希
望
別
に
み
る
と
、
将

来
希
望
す
る
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
、「
海
外
の
現

地
法
人
の
経
営
幹
部
」と
す
る
者
の
う
ち「
い

ず
れ
母
国
に
帰
っ
て
働
き
た
い
」
は
四
四
・

六
％
と
な
っ
て
お
り
、「
い
ず
れ
日
本
・
母
国

以
外
の
国
で
働
き
た
い
」（
五
・
三
％
）
を
含

め
る
と
、
四
九
・
九
％
と
二
人
に
一
人
が
日

本
を
離
れ
た
い
と
し
て
い
る
。

母
国
出
身
の
留
学
生
に
日
本
企
業
へ

の
就
職
を
勧
め
た
い
と
思
う
か

母
国
出
身
の
留
学
生
に
対
し
て
、
日
本
企

業
を
勧
め
た
い
と
思
う
か
ど
う
か
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
大
多
数
の
八
三
・
五
％
が
「
勧
め

る
」（「
勧
め
た
い
」
＋
「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
勧
め
た
い
」）と
し
て
お
り
、「
勧
め
な
い
」

（「
勧
め
た
く
な
い
」
＋
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
勧
め
た
く
な
い
」）
の
割
合
は
、
一
四
・

八
％
で
あ
っ
た
（
図
表
６
）。

「
勧
め
な
い
」
と
す
る
割
合
に
つ
い
て
、

在
留
資
格
別
に
み
る
と
、「
人
文
知
識
・
国
際

業
務
」
の
ほ
う
が
、「
技
術
」
に
比
べ
若
干
だ

が
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
将
来
の
キ
ャ

リ
ア
希
望
別
で
は
、「
勧
め
な
い
」
組
は
「
海

外
の
現
地
法
人
の
経
営
幹
部
」希
望
が
一
七
・

九
％
と
、
も
っ
と
も
割
合
が
高
い
。
今
後
の

就
労
見
込
み
別
に
み
る
と
、「
帰
国
・
第
三
国

就
労
希
望
タ
イ
プ
」
で
二
〇
・
一
％
が
勧
め

な
い
と
し
て
お
り
、
も
っ
と
も
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
海
外
現
地
法
人
の
幹
部
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
る
者
や
、
い
ず
れ
日
本

を
離
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
者
で
は
、
日
本

企
業
を
勧
め
た
く
な
い
と
考
え
て
い
る
割
合

が
や
や
高
い
よ
う
で
あ
る
。

勧
め
た
い
と
思
う
理
由

母
国
出
身
の
留
学
生
に
対
し
て
、
日
本
企

業
を
勧
め
る
と
回
答
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ

の
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
先
端
技
術
や
生

産
方
式
で
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
か
ら
」
が
五

八
・
八
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
、「
経

営
方
法
で
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
か
ら
」（
五

二
・
五
％
）、「
語
学
力
を
生
か
し
た
仕
事
が

で
き
る
か
ら
」（
四
五
・
九
％
）
な
ど
が
続
く

が
、「
賃
金
が
高
い
か
ら
」（
一
六
・
五
％
）、「
学

校
で
学
ん
だ
専
門
性
を
生
か
せ
る
か
ら
」（
一

六
・
三
％
）
の
割
合
は
全
体
と
し
て
は
低
く

な
っ
て
い
る
。
日
本
企
業
に
就
職
し
た
理
由

で
は
「
日
本
の
学
校
で
学
ん
だ
専
門
性
を
生

か
せ
る
か
ら
」
の
割
合
が
高
か
っ
た
が
、
勧

め
た
い
理
由
で
は
低
く
な
っ
て
お
り
、
思
い

と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
て
い
る
様
子
が

う
か
が
わ
れ
る
。（
図
表
７
）。

図表７：日本企業への就職を勧めたい理由（n=753、複数回答、単位＝％）
〔留学生調査〕

図表８：日本企業への就職を勧めたい理由（在留資格別）
（n=753、複数回答、単位＝％）〔留学生調査〕

図表９：日本企業への就職を勧めたい理由（今後の就労見込み別）
（n=753、複数回答、単位＝％）〔留学生調査〕
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在
留
資
格
別
に
み
る
と
、「
技
術
」
の
ほ
う

が
「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
に
比
べ
、「
先

端
技
術
や
生
産
方
式
で
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い

か
ら
」
で
一
七
・
七
ポ
イ
ン
ト
、「
学
校
で
学

ん
だ
専
門
性
が
生
か
せ
る
か
ら
」
で
七
・
一

ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
。
逆
に
、「
人
文

知
識
・
国
際
業
務
」
で
は
、「
技
術
」
に
比
べ
、

「
経
営
方
法
で
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
か
ら
」

で
二
五
・
九
ポ
イ
ン
ト
、「
語
学
力
を
生
か
し

た
仕
事
が
で
き
る
か
ら
」
で
二
二
・
二
ポ
イ

ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
（
図
表
８
）。

今
後
の
就
労
見
込
み
別
に
み
る
と
、「
現
在

の
企
業
定
着
希
望
タ
イ
プ
」
で
は
、
他
の
タ

イ
プ
に
比
べ
、「
日
本
企
業
は
従
業
員
を
大
切

に
す
る
か
ら
」「
先
端
技
術
や
生
産
方
式
で
学

ぶ
べ
き
点
が
多
い
か
ら
」「
人
材
育
成
に
熱
心

だ
か
ら
」
な
ど
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

「
帰
国
・
第
三
国
就
労
希
望
タ
イ
プ
」
は
、

他
の
タ
イ
プ
に
比
べ
、「
語
学
力
を
生
か
し
た

仕
事
が
で
き
る
か
ら
」「
母
国
へ
の
日
本
企
業

の
進
出
が
盛
ん
だ
か
ら
」
な
ど
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
（
図
表
９
）。

勧
め
な
い
理
由

母
国
の
留
学
生
に
、
日
本
企
業
を
勧
め
な

い
と
回
答
し
た
者
に
、
そ
の
理
由
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
外
国
人
が
出
世
す
る
の
に
限
界
が

あ
る
よ
う
に
み
え
る
か
ら
」
が
七
三
・
一
％

と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
、「
日
本
企
業
は

外
国
人
の
異
文
化
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
が

多
い
」
で
六
一
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、「
労
働
時
間
が
長
い
た
め
、
私
生
活
が
犠

牲
に
な
る
か
ら
」（
三
九
・
六
％
）、「
賃
金
で

個
人
の
業
績
や
成
果
が
反
映
さ
れ
る
ウ
ェ
ー

ト
が
小
さ
い
」（
三
二
・
八
％
）
な
ど
の
雇
用

管
理
面
を
あ
げ
る
人
も
少
な
く
な
い
（
図
表

10
）。これ

を
在
留
資
格
別
に
み
る
と
、「
人
文
知

識
・
国
際
業
務
」
の
ほ
う
が
「
技
術
」
に
比

べ
、「
外
国
人
が
出
世
す
る
の
に
限
界
が
あ
る

よ
う
に
み
え
る
か
ら
」
で
一
二
・
七
ポ
イ
ン

ト
高
く
な
っ
て
お
り
、「
終
身
雇
用
を
前
提
と

し
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
が
な
い
か
ら
」

「
賃
金
水
準
が
低
い
か
ら
」「
職
務
分
担
が
あ

い
ま
い
だ
か
ら
」「
希
望
し
た
業
務
に
配
置
さ

れ
な
い
か
ら
」
な
ど
の
割
合
も
よ
り
高
く

な
っ
て
い
る
（
図
表
11
）。

今
後
の
就
労
見
込
み
別
に
み
る
と
、
い
ず

れ
の
タ
イ
プ
も
、「
外
国
人
が
出
世
す
る
の
に

限
界
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
か
ら
」
が
も
っ

と
も
割
合
が
高
く
、
次
い
で
、「
日
本
企
業
は

外
国
人
の
異
文
化
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
が

多
い
」
を
あ
げ
る

割
合
が
高
い
。

「
評
価
制
度
の

評
価
基
準
が
不
明

確
だ
か
ら
」、「
賃

金
水
準
が
低
い
か

ら
」、「
終
身
雇
用

を
前
提
と
し
多
様

な
キ
ャ
リ
ア
コ
ー

ス
が
な
い
か
ら
」

と
い
っ
た
雇
用
管

理
に
関
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、「
現

在
の
企
業
定
着
タ

イ
プ
」
に
比
べ
て
、

「
他
の
日
本
企
業

就
労
希
望
タ
イ

プ
」「
帰
国
・
第
三

国
等
希
望
タ
イ

プ
」
で
割
合
が
大

幅
に
高
く
な
っ
て

お
り
、
現
在
勤
め

て
い
る
日
本
企
業

に
不
満
を
持
っ
て

い
る
様
子
が
わ
か

図表10：日本企業への就職を勧めたくない理由（n=134、複数回答、単位＝％）
〔留学生調査〕

図表11：日本企業への就職を勧めたくない理由（在留資格別）
（n=134、複数回答、単位＝％）〔留学生調査〕

図表12：日本企業への就職を勧めたくない理由（今後の就労見込み別）
（n=134、複数回答、単位＝％）〔留学生調査〕
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る
。
ま
た
、「
帰
国
・
第
三
国
就
労
希
望
タ
イ

プ
」
は
、
他
の
タ
イ
プ
に
比
べ
、「
希
望
し
た

業
務
に
配
置
さ
れ
な
い
か
ら
」
を
理
由
に
あ

げ
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
（
図
表
12
）。

留
学
生
が
日
本
企
業
に
求
め
る
定
着
・

活
躍
の
た
め
の
施
策

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
留
学
生
が
日
本
企

業
に
定
着
し
、
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
調
査
で
は
、「
あ
な
た
自
身

の
経
験
か
ら
、
今
後
、
日
本
企
業
で
留
学
生

が
定
着
・
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
日
本
企
業

が
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
こ
と
」
に
つ
い
て

聞
い
て
い
る
（
以
下
、「
留
学
生
の
定
着
・
活

躍
の
た
め
の
施
策
」
と
略
す
）。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、「
日
本
人
社
員
の
異
文
化
へ
の
理
解
度

を
高
め
る
」
が
六
四
・
九
％
で
も
っ
と
も
割

合
が
高
く
、
次
い
で
、「
外
国
人
の
特
性
や
語

学
力
を
生
か
し
た
配
置
・
育
成
を
す
る
」
が

五
九
・
六
％
、「
外
国
人
向
け
の
研
修
を
実
施

す
る
」
が
四
〇
・
五
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る

（
図
表
13
）。

こ
れ
を
在
留
資
格
別
に
み
る
と
、
い
ず
れ

の
在
留
資
格
も
、「
日
本
人
社
員
の
異
文
化
へ

の
理
解
度
を
高
め
る
」「
外
国
人
の
特
性
や
語

学
力
を
生
か
し
た
配
置
・
育
成
を
す
る
」「
外

国
人
向
け
の
研
修
を
実
施
す
る
」
が
上
位
に

く
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、「
人
文

知
識
・
国
際
業
務
」
の
ほ
う
が
「
技
術
」
に

比
べ
、「
短
期
間
の
勤
務
で
も
キ
ャ
リ
ア
を
形

成
で
き
る
よ
う
な
多
様
な
コ
ー
ス
を
用
意
す

る
」「
日
本
人
社
員
の
異
文
化
へ
の
理
解
度
を

高
め
る
」「
外
国
人
向
け
の
研
修
を
実
施
す

る
」
な
ど
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
一

方
、「
技
術
」で
は
、「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」

に
比
べ
、「
学
校
で
学
ん
だ
専
門
性
を
生
か
し

た
配
置
・
育
成
を
す
る
」
の
割
合
が
高
い
（
図

表
14
）。

今
後
の
就
労
見
込
み
別
に
み
る
と
、
い
ず

れ
の
タ
イ
プ
も
、「
日
本
人
社
員
の
異
文
化
へ

の
理
解
度
を
高
め
る
」
の
割
合
が
も
っ
と
も

高
く
、
次
い
で
、「
外
国
人
の
特
性
や
語
学
力

を
生
か
し
た
配
置
・
育
成
を
す
る
」
の
割
合

が
高
い
。
た
だ
、「
短
期
間
の
勤
務
で
も
キ
ャ

リ
ア
を
形
成
で
き
る
よ
う
な
多
様
な
コ
ー
ス

を
用
意
す
る
」
の
割
合
は
、「
現
在
の
企
業
定

着
タ
イ
プ
」
か
ら
「
日
本
企
業
就
労
希
望
タ

イ
プ
」「
帰
国
・
第
三
国
就
労
希
望
タ
イ
プ
」

へ
と
向
か
っ
て
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

と
く
に
日
本
を
離

れ
た
い
と
考
え
て

い
る
者
に
お
い
て
、

早
期
に
キ
ャ
リ
ア

形
成
が
で
き
る
よ

う
な
多
様
な
キ
ャ

リ
ア
コ
ー
ス
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
が
高

い
こ
と
が
示
唆
さ

れ
る
。
ま
た
、「
労

働
時
間
を
短
く
し

仕
事
と
私
生
活
を

両
立
で
き
る
よ
う

に
す
る
」
で
も
、

「
帰
国
・
第
三
国

就
労
希
望
タ
イ

プ
」
の
割
合
が
他

の
タ
イ
プ
に
比
べ

高
く
な
っ
て
い
る

（
図
表
15
）。

図表13：留学生が日本企業に定着・活躍するうえで取り組むべき施策
（n=902、複数回答、単位＝％）〔留学生調査〕

図表14：留学生が日本企業に定着・活躍するうえで取り組むべき施策
（在留資格別）（n=902、複数回答、単位＝％）〔留学生調査〕

図表15：留学生が日本企業に定着・活躍するうえで取り組むべき施策
（今後の就労見込み別）（n=902、複数回答、単位＝％）〔留学生調査〕
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定
着
・
活
躍
の
た
め
の
施
策
に
つ
い

て
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ

こ
の
よ
う
な
留
学
生
の
意
識
に
対
し
、
企

業
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
留
学
生
調
査
が
希
望
す
る
施
策
の

上
位
は
、「
日
本
人
社
員
の
異
文
化
へ
の
理
解

度
を
高
め
る
」（
六
四
・
九
％
）、「
外
国
人
の

特
性
や
語
学
力
を
生
か
し
た
配
置
・
育
成
を

す
る
」（
五
九
・
六
％
）、「
外
国
人
向
け
の
研

修
を
実
施
す
る
」（
四
〇
・
五
％
）
な
ど
だ
っ

た
。
一
方
、
企
業
が
実
施
し
て
い
る
施
策
は
、

「
外
国
人
の
特
性
や
語
学
力
を
生
か
し
た
配

置
・
育
成
を
す
る
」
が
四
四
・
七
％
と
も
っ

と
も
多
く
、
次
い
で
、「
学
校
で
学
ん
だ
専
門

性
を
生
か
し
た
配
置
・
育
成
を
す
る
」（
三
三
・

六
％
）、「
生
活
面
も
含
め
て
相
談
で
き
る
体

制
を
社
内
に
整
備
す
る
」（
二
六
・
二
）
な
ど
。

「
特
に
何
も
し
て
い
な
い
」
企
業
も
二
四
・

八
％
と
、
四
社
に
一
社
は
特
別
な
定
着
・
活

躍
の
た
め
の
施
策
を
打
っ
て
い
な
い
。

こ
の
結
果
を
比
較
す
る
と
、「
外
国
人
の
特

性
や
語
学
力
を
生
か
し
た
配
置
・
育
成
を
す

る
」
に
つ
い
て
は
、
企
業
、
留
学
生
双
方
の

認
識
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
日
本
人
社
員
の
異
文
化
へ
の
理
解
度
を
高

め
る
」
や
「
外
国

人
向
け
の
研
修
を

実
施
す
る
」、「
短

期
間
の
勤
務
で
も

キ
ャ
リ
ア
形
成
で

き
る
多
様
な
コ
ー

ス
を
用
意
す
る
」、

「
労
働
時
間
を
短

く
し
仕
事
と
私
生

活
を
両
立
で
き
る

よ
う
に
す
る
」
と

い
っ
た
面
で
は
、

企
業
実
施
割
合
よ

り
も
留
学
生
の
希

望
が
多
く
、
両
者

の
意
識
の
間
に
は

大
き
く
隔
た
り
が

あ
る
こ
と
が
窺
え

る
結
果
と
な
っ
て

い
る
（
図
表
16
）。

（
主
任
調
査
員
・

郡
司
正
人
）

図表16：留学生の定着・活躍のための施策（複数回答、単位＝％）
〔留学生調査、企業調査〕

パネルディスカッション
【論文】
 WLBの定着・浸透――制度・実態ギャップと中小企業 脇坂明
 従業者の仕事特性とワーク・ライフ・バランス 藤本哲史
 労働法が「ワーク・ライフ・バランス」のためにできること 大内伸哉

自由論題セッション
●第１分科会
【論文】
 ワーク・ライフ・バランスを実現する職場環境――出版社Ａ社の事例から
  加藤純子
【論文要旨】
 病院に勤務する看護職のワーク・ライフ・バランス支援の現状把握と今後の推進のための取組み
  橋本美穂　　竹内祐子　　高畠有里子　　関根小乃枝　　廣瀬佐和子
●第２分科会
【論文】
 ＷＬＢ支援制度・基盤制度の組み合わせが決める経営パフォーマンス
  西岡由美
【論文要旨】
 産業別組織における男女平等参画――ＵＩゼンセン同盟の事例から 後藤嘉代
 企業内保育所事例に見るワーク・ライフ・バランス 中村艶子
●第３分科会
【論文】
 組織内プロフェッショナルの就業形態とキャリア意識
 ―Ａ社の有期雇用契約とIC (Independent Contractor)を選択した
 コンサルタントの事例 酒井之子
 職業能力開発に対する政府関与のあり方
 ―政府関与の理論的根拠、方法と公共職業訓練の役割 岩田克彦
 キャリア教育からシティズンシップ教育へ？――教育政策論の現状と課題
  亀山俊朗
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特集 ＝派遣社員の適正な
マネジメントに向けて

【提言】
 雇用の原則に立ち返る 髙木剛

【論文】
 労働者派遣をめぐる法的問題 皆川宏之
 製品開発における派遣技術者の活用
 　――派遣先による技能向上の機会提供と仕事意欲 佐野嘉秀
  髙橋康二
 派遣労働者のキャリア形成に向けて――ヒアリング調査による考察
  松浦民恵
 製造業務請負の事例に見る業務請負適正化の課題 木村琢磨
【紹介】
 フランスにおける派遣社員への職業能力開発支援の取り組み
  中道麻子
【座談会】　平成 20 年版労働経済白書をめぐって――働く人の意識と雇用管理の動向
  石水喜夫
  伊藤実
  野田進
  守島基博
【書評】
 小池和男著『海外日本企業の人材形成』 藤本隆宏
 高木朋代著『高年齢者雇用のマネジメント
 　――必要とされ続ける人材の育成と活用』 田尾雅夫
 石塚史樹著『現代ドイツ企業の管理層職員の形成と変容』 竹内治彦
【論文Today】
 「企業内の賃金変動と昇進を説明する最大公約数的モデル構築の試み」 
  天利浩
【フィールド・アイ】
 ドイツ法律家大会に参加して 小西康之
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